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期
期
第
第
月

（
　
（
』
㌣

料
税
険
産
期

　
　
資

健
定
国
固
納

各
列

車
を
気
動
化

20

　
長
野
鉄
道
管
理
局
で
は
、
飯
山
線

の
輸
送
改
善
を
は
か
る
た
め
、
二
十

日
か
ら
客
車
列
車
の
気
動
車
化
と
、

混
合
列
車
の
解
消
を
中
心
と
し
一
部

増
発
な
ど
、
つ
ぎ
の
と
お
り
列
車
の

時
刻
改
正
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
今
回
σ
改
正
で
、
貨
物
の
輸

送
力
も
全
区
間
直
通
輸
送
が
可
能
に

な
り
．
輸
送
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
ほ

か
、
越
後
川
口
～
十
日
町
定
期
一
往

復
、
越
後
川
口
a
豊
野
不
定
期
一
往

復
が
新
設
増
強
さ
れ
ま
し
た
。

◎
気
動
車
化

飯
山
～
長
野
間
の
上
り
通
勤
列
車
一

本
を
除
き
、
客
車
列
車
七
本
お
よ
び

混
合
列
車
六
本
を
気
動
化
す
る
。
こ

の
た
め
新
た
に
気
動
車
十
輌
を
投
入

し
、
現
行
十
輌
と
合
わ
せ
二
十
輌
で

運
行
し
ま
す
。

◎
増
　
発

長
野
（
五
・
四
四
発
）
　
豊
野
（
六

日
か
ら

時
刻
改
正

・
○
○
着
）
問
十
日
町
行
（
現
行
豊

野
始
発
を
長
野
始
発
に
改
正
）

越
後
外
丸
（
六
・
五
〇
発
）
十
日
町

（
七
・
一
八
着
）
間
越
後
川
口
行

（
現
行
十
日
町
始
発
を
、
越
後
外
丸

始
発
に
改
正
）
、
長
野
（
一
九
・
四

二
発
）
豊
野
（
一
九
・
五
六
着
）
間

飯
山
行
（
現
行
豊
野
始
発
を
長
野
始

発
に
改
正
）

◎
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

現
行
越
後
川
口
七
・
一
六
発
～
長
野

一
三
・
〇
四
着
　
五
時
間
四
十
八
分

改
正
越
後
川
口
八
・
三
二
発
～
長
野

一
二
・
二
一
着
、
三
時
間
四
十
九
分

（
一
時
問
五
十
九
分
短
縮
）

現
行
長
野
二
二
・
二
九
発
≧
越
後
川

口
一
七
・
五
七
着
　
四
時
間
二
十
八

分改
正
長
野
二
一
丁
一
五
発
～
越
後
川

口
一
六
・
二
八
着
　
三
時
間
十
三
分

（
一
時
間
十
五
分
短
縮
）

ト
ッ
プ
は
酒
よ
い
運
転

昨
年
中
の
交
通
事
故

　
毎
日
全
国
ど
こ
か
で
交
通
事
故
の

た
め
四
十
人
近
い
人
が
な
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
去
る
三
月
二
十
一
日
か
ら
今
月
二

十
日
ま
で
新
入
学
園
児
童
幼
児
の
交

繍

通
事
故
防
止
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
昨
年
度
中
に
お
き
た
十
日

町
警
察
署
管
内
（
十
日
町
市
と
、
中

魚
沼
郡
）
の
交
通
事
故
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
昨
年
度
は
昭
和
四
十
年
に
比

べ
発
生
件
数
三
件
、
死
亡
一
名
減
で

し
た
。
交
通
事
故
は
天
災
で
は
な
く

人
災
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
思
い
を

新
ら
た
に
し
、
こ
と
し
こ
そ
は
交
通

事
故
ゼ
・
へ
近
づ
け
る
よ
う
、
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
昭
和
四
一
年
交
通
事
故
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
　
（
中
魚
沼
郡
全
部
）

事
故
発
生
件
数

　
総
件
数
　
　
　
　
　
　
一
四
四
件

　
死
者
数
　
　
　
　
　
　
　
一
四
人

　
傷
者
数
　
　
　
　
　
　
一
六
九
人

　
物
損
　
　
　
　
三
、
七
〇
二
千
円

現
行
十
日
町
六
・
〇
三
発
≧
長
野
九

・
四
八
着
、
三
時
間
四
十
五
分

改
正
十
日
町
六
・
一
五
発
～
長
野
九

貸
付
利
子
が

・
三
二
着
　
三
時
間
十
七
分

（
二
十
八
分
短
縮
）

◎
接
続
（
越
後
川
口
）
関
係
の
み

L
上
越
線
上
り
↓
飯
山
線
上
り

越
後
川
口
一
〇
・
四
四
着
、
越
後
川

口
発
一
一
・
一
一
分
十
日
町
行
に
接

続
（
二
十
一
分
短
縮
）

乞
上
越
線
下
り
し
飯
山
線
下
り

越
後
川
口
一
一
・
〇
七
着
（
第
一
佐

渡
）
越
後
川
口
一
一
・
一
一
発
＋
日

町
行
に
接
続
　
（
二
十
一
分
短
縮
）

泓
飯
山
線
下
り
↓
上
越
線
上
り

越
後
川
口
一
五
・
四
五
着
、
越
後
川

口
一
五
・
五
五
分
　
上
野
行
に
接
続

（
第
四
佐
渡
）
二
十
四
分
短
縮

厘
さ
が
る

産
業
育
成
、
設
備
改
善
金
資

　
産
業
育
成
資
金
と
中
小
企
業
設
備

改
善
資
金
に
つ
い
て
、
本
年
度
か
ら

資
金
枠
の
増
額
と
貸
付
利
子
の
引
き

さ
げ
が
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま

す
の
で
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い

◎
地
方
産
業
育
成
資
金

　
地
方
産
業
育
成
資
金
に
つ
い
て
は

市
内
中
小
企
業
者
の
運
転
資
金
と
し

て
広
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
昭
和
四
十
二
年
度
の
資
金
枠

は
前
年
度
よ
り
増
額
さ
れ
六
千
万
円

と
な
り
、
四
月
か
ら
貸
付
利
子
を
一

厘
引
き
下
げ
、
日
歩
二
銭
三
厘
に
改

車
輌
別
発
生
件
数

　
二
輪
車
　
　
　
　
　
　
　
五
四

　
原
動
付
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
普
通
貨
物
車
　
　
　
　
　
　
三
七

　
普
通
乗
用
車
　
　
　
　
　
　
二
二

　
軽
四
輪
車
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九

事
故
原
因

　
酒
よ
い
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
徐
行
し
な
い
　
　
　
　
　
　
二
七

　
無
免
許
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五

　
ス
ピ
ー
ド
　
　
　
　
　
　
　
一
二

　
脇
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

　
す
れ
違
い
　
　
　
　
　
　
　
二
二

　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
三
一

道
路
別
発
生
件
数

　
国
道
一
一
七
号
線
　
　
　
　
七
七

　
　
〃
二
五
三
〃
　
　
　
　
　
一
五

　
　
〃
二
五
二
〃
　
　
　
　
　
六

　
県
道
小
千
谷
線
　
　
　
　
　
八

　
そ
の
他
県
道
　
　
　
　
　
　
一
九

市
町
村
道
　
　
　
　
　
　
一
九

　
　
（
註
軽
徴
な
事
故
を
除
く
）

，騰葦…婁、惹
呵1萌
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今
回
の
選
挙
で
繰
り
上
げ
投
票

を
す
る
投
票
所
は
二
十
四
ヵ
所
あ

り
ま
す
が
．
繰
り
あ
げ
変
更
の
投

票
区
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
ま

ち
が
い
の
な
い
よ
う
先
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

騨
時
間
繰
り
あ
げ
る
投
票
区
（
開

所
時
刻
は
い
ず
れ
も
午
前
七
時
か

ら
）
第
五
投
票
区
　
津
池
農
業
共
同
作

業
所
、
第
七
投
票
区
　
大
池
小
学

飛
渡
第
一
小
学
校
池
谷
分
校
、
第

十
四
投
票
区
　
飛
渡
第
二
小
学
校

第
十
五
投
票
区
　
飛
渡
第
二
小
学

校
枯
木
又
分
校
、
第
十
六
投
票
区

新
座
小
学
校
三
ッ
山
分
校
、
第
二

十
三
投
票
区
　
稲
子
平
公
民
舘
、

第
二
十
七
投
票
区
　
六
箇
小
学
校

塩
之
叉
分
校
、
第
三
十
一
投
票
区

真
田
小
学
校
、
第
三
十
二
投
票
区

名
ケ
山
小
学
校
、
第
三
十
六
投
票

区
東
下
組
小
学
校
、
第
四
十
三

二
十
四
ヵ
所
が
繰
り
上
げ
投
票

　
校
、
第
十
二
投
票
区
　
飛
渡
第
一

　
小
学
校
、
第
二
十
六
投
票
区
　
ニ

　
ツ
屋
公
民
舘
、
第
四
十
二
投
票
区

　
細
尾
作
業
所
、
第
四
十
九
投
票
区

　
姿
願
王
庵

　
二
時
間
繰
り
あ
げ
る
投
票
区
（
開

　
所
時
刻
は
い
ず
れ
も
午
前
七
時
か

　
ら
．
㌧

　
第
六
投
票
区
　
大
池
小
学
校
軽
沢

　
分
校
、
第
八
投
票
区
　
大
池
小
学

　
校
赤
倉
分
校
、
第
十
三
投
票
区

『

◎
中
小
企
業
設
備
改
善
資
金

　
市
内
中
小
企
業
者
の
設
備
改
善
に

よ
り
商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
昭

和
四
十
一
年
度
か
ら
こ
の
融
資
制
度

が
設
け
ら
れ
、
一
年
間
貸
付
を
行
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
二

年
度
は
資
金
枠
二
千
四
百
万
円
に
増

額
さ
れ
、
四
月
か
ら
貸
付
利
子
を
一

厘
引
き
下
げ
日
歩
二
銭
二
厘
に
改
正

い
た
し
ま
し
た
。

　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
商
工
課
ま

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
区
　
野
中
小
学
校
、
第
四
十

四
投
票
区
　
野
中
小
学
校
鍬
柄
沢

雪
中
校
、
第
四
十
五
投
票
区
　
野

中
小
学
校
当
間
雪
中
校
、
第
四
十

六
投
票
区
　
水
沢
小
学
校
南
雲
雪

中
校
、
第
四
＋
七
投
票
区
　
馬
場

小
学
校
市
之
沢
雪
中
校
、
第
四
十

八
投
票
区
　
馬
場
小
学
校
珠
田
分

校
、
第
五
十
投
票
区
　
船
坂
小
学

校
。

市

講灘

響
蜂爆

正
い
た
し
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
は

市
役
所
商
工
課
ま
た
は
、
商
工
会
議

所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
．

受
給
手
続
き
変
わ
る

　
　
　
　
（
ラ
イ
ヵ
判
上
半
身
一
枚
）

　
O
失
業
保
険
被
保
険
者
離
職
票

（
本
人
が
事
業
先
よ
り
持
参
）

　
明
細
は
先
般
農
事
連
絡
員
の
方
を

　
通
じ
、
チ
ラ
シ
で
案
内
済
み
で
す

　
の
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　　■　　翻一騒

購
羅
…
…
濃
灘
…
…
麟
繁

稲

嗣
と
　
き

馴
　
と
こ
ろ

■
演
　
題

●■■

■
講
　
師

1■圏

出
稼
ぎ
の
失
業
保
険

　
今
年
か
ら
出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
た
後

に
失
業
保
険
金
の
受
給
資
格
の
あ
る

方
は
、
従
来
の
手
続
き
に
必
要
な
用

紙
や
一
切
の
証
明
書
な
ど
の
作
成
は

十
日
町
市
農
業
委
員
会
（
体
育
舘
隣

り
公
民
舘
二
階
）
で
行
な
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
何
回
も
職

安
や
市
役
所
に
ご
足
労
願
い
ま
し
た

が
、
こ
ん
ど
は
一
－
二
回
で
全
部
必

要
な
書
類
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
職
安
に
行
く
前
に
必
ら
ず
農

業
委
員
会
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
　
な
お
出
稼
ぎ
中
に
賃
金
の
不
払
い

労
彷
条
件
の
相
違
、
就
業
中
の
事
故

な
ど
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
職
安
に
求
職
（
失
保
金
受

給
）
に
ゆ
く
時
は
、
次
の
書
類
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

（
人
に
よ
っ
て
書
類
が
異
り
ま
す
。
）

　
◎
出
稼
ぎ
者
労
務
台
帳

　
◎
住
民
票
謄
本

　
◎
収
入
証
明
書

　
◎
在
学
証
明
書

（
右
の
書
類
は
こ
ち
ら
で
準
備
作
成

　
い
た
し
ま
す
。
）

　
◎
印
鑑
と
写
真

作
講
習
会

四
月
十
九
日
（
水
）

午
前
九
時

市
農
協
ホ
ー
ル

「
山
間
豪
雪
地
に
お
け
る

米
増
収
技
術
」

新
大
農
学
部
教
授

　
　
　
　
木
戸
　
三
夫
氏

成
　
人
　
教
　
室

　
　
四
月
二
十
日
（
木
）

　
　
夜
七
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分

　
　
成
人
の
権
利
と
義
務

　
　
　
　
　
新
潟
短
大
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
妻
康
二
氏

　
　
献
血
　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

　
　
四
月
二
十
五
日
（
火
）

　
　
成
人
期
の
栄
養
と
健
康

　
第
五
日

　
　
夜
七
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分

　
◎
七
時
～
七
時
三
十
分
ま
で
歌
唱
ま

　
　
た
は
音
楽
鑑
賞
を
し
ま
す
．

ロ

臼
第
三
日

一－閣6夙臨一

鱈
第
四
日

一

－
　
夜
七
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分

口

■
　
　
　
　
　
　
　
新
大
教
授
予
定

■

■
　
五
月
二
日
（
火
）

目　
一
　
成
人
の
心
得
　
　
　
　
教
育
長

市
役
所
人
事

で
つ
ぎ
の
と
お
り
人
事
異
動
か
発
令

　
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属

　
　
　
　
　
　
　
助
役
小
川
彦
一
郎

　
（
保
険
指
導
係
長
）

　
代
（
鐙
島
保
育
所
）

▽
市
長
室
　
　
　
　
　
山
田
　
正
毅

▽
建
設
課
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
雄

　
退
職
者

▽
藤
木
美
佐
（
会
計
課
）

▽
関
　
チ
イ
（
保
険
課
）

▽
山
岸
睦
子
（
教
委
）

▽
白
井
マ
サ
（
十
日
町
市
立
保
育

　
　
　
　
　
　
所
）

▽
波
形
エ
ッ
子
（
庶
務
課
）

　
三
月
三
十
一
日
付
と
四
月
一
目
付
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

▽
市
長
室
長
兼
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

▽
下
条
出
張
所
主
任
　
近
藤
　
弘
信
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

▽
十
日
町
市
立
保
育
所
　
飯
酒
盃
澄
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

▽
十
日
町
市
立
鐙
島
保
育
所
　
小
幡
■

　
文
子
（
十
日
町
市
立
保
育
所
）
　
　
騙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
新
採
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

▽
市
長
室
　
　
　
村
山
　
薫
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個 　　　鵬　　一　　闘　四■－

　
職
業
訓
練
大
学
校

　
職
種
別
再
訓
練
通
信
講
座

募
集
職
種

　
八
月
開
講
▽
機
械
工
、
仕
上
げ
工

　
　
　
　
　
　
鋳
鉄
鋳
物
工

　
九
月
開
講
▽
建
築
大
工
、
機
械
製

　
　
　
　
　
　
図
工

　
十
月
開
講
▽
板
金
工
、
左
官
、
配

　
　
　
　
　
　
管
工
、
家
具
工
、
建

　
　
　
　
　
　
具
工

受
講
資
格

訓
練
期
間

受
講
料

申
込
み
は

年
令
、
学
歴
を
問
い

ま
せ
ん

一
ヵ
年
（
入
校
随
意
）

四
千
円

東
京
都
小
平
市
小
川

西
町
二
、
二
六
〇
職

業
訓
練
大
学
校

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
市
商
工
課
へ

　
　
近
代
化
資
金
貸
付

　
　
説
明
会

一
、
日
時
　
四
月
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

一
、
会
場
　
商
工
福
祉
会
舘

一
、
主
催
　
県
中
小
工
業
課

280
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増
え
る
焼
死
者

昨
年
だ
け
で
四
千
万
円
が
茨

　
こ
れ
か
ら
空
気
も
乾
燥
し
、
火
災

の
起
り
や
す
い
季
節
で
す
。

　
昨
年
中
の
十
日
町
市
内
の
火
災
発

生
状
況
を
み
ま
す
と
、
建
物
が
二
十

七
件
、
山
林
そ
の
他
五
件
で
、
こ
の

う
ち
全
焼
が
十
一
、
半
焼
二
、
部
分

焼
そ
の
他
十
九
と
な
っ
て
お
り
、
損

害
額
は
ざ
っ
と
四
千
万
円
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
年
の

七
百
万
円
に
比
べ
約
六
倍
も
の
数
字

み
ん
な
で
火
の
用

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
か
っ
た
死
亡
者

が
五
人
、
負
傷
者
七
人
を
出
し
た
こ

と
で
す
。
こ
の
傾
向
は
全
国
的
な
も

の
で
す
が
、
こ
れ
は
火
災
に
よ
る
焼

死
で
な
く
、
煙
、
有
毒
ガ
ス
に
よ
る

窒
息
死
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
建
築
は
前
と
違
っ
て
新
建

材
の
使
用
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
こ
れ
が
燃

　
　
　
　
　
　
　
え
出
す
と
木
材
な

　
　
　
　
　
　
　
ど
普
通
の
可
燃
材

　
　
　
　
　
　
　
に
比
べ
、
＋
倍
も

　
　
　
　
　
　
　
の
量
の
煙
、
有
毒

　
　
　
　
　
　
　
ガ
ス
を
発
生
す
る

　
　
　
　
　
　
　
と
い
わ
れ
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
の
で
、
火
災

　
　
　
　
　
　
　
の
場
合
は
煙
に
注

　
　
　
　
　
　
　
意
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
の
水
上
の

　
　
　
　
　
　
　
温
泉
旅
舘
の
火
災

　
　
　
　
　
　
　
に
よ
る
三
十
名
の

　
　
　
　
　
　
　
死
亡
者
の
大
部
分

　
　
　
　
　
　
　
が
煙
　
有
毒
ガ
ス

　
　
　
　
　
　
　
に
よ
る
窒
息
死
と

　
　
　
　
　
　
　
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
の
早
期
発

　
　
　
　
　
　
　
見
　
速
い
通
報
そ

　
　
　
　
　
　
　
し
て
初
期
消
火
に

　
　
　
　
　
　
　
万
全
を
期
す
る
こ

心

と
が
大
切
で
す
が
、
火
災
を
出
さ
な

い
よ
う
気
を
つ
け
る
こ
と
が
第
一
で

万
一
の
際
の
消
火
準
備
、
避
難
口
の

確
保
な
ど
を
お
こ
た
ら
な
い
よ
う
努

め
ま
し
よ
う
。

　
全
国
の
火
災
発
生
件
数
は
昭
和
四

十
年
中
で
、
五
四
、
一
五
七
件
、
損

害
額
五
一
二
億
円
で
、
一
日
平
均
一

四
八
件
の
火
災
に
よ
り
、
一
億
四
干

万
円
が
灰
に
な
っ
て
い
る
計
算
と
な

り
ま
す
，

新
潟
県
で
は
発
生
、
一
、
一
二
四
件

損
害
額
十
二
億
六
千
万
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
　
（
写
真
は
避
難
訓
練
）

大
松
（
元
日
紡
監
督
）

氏
が
講
演

来
月
七
日
成
人
式

　
昭
和
四
十
二
年
度
の
成
人
式
は
、

五
月
七
日
（
日
曜
日
）
市
民
体
育
舘

で
行
な
わ
れ
ま
す
。
本
年
度
の
成
人

者
は
約
八
O
O
人
（
男
四
七
〇
人
、

女
三
三
〇
人
）
で
昨
年
よ
り
一
〇
〇

人
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
例
年
の
と
お
り
「
二
十
才

の
記
録
」
の
入
選
発
表
や
記
念
講
演

な
ど
が
主
な
行
事
と
た
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
と
し
は
元
ニ
チ
ボ
ー
監
督
の

大
松
博
文
氏
が
講
師
と
し
て
来
市
し

ま
す
。

交
付
は
二
十
閣
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
農
耕
用
免
税
軽
油
の
証
明

　
耕
う
ん
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
農

耕
用
に
使
用
す
る
軽
油
に
限
り
免
税

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
免
税
証
に
つ
い

て
十
日
町
財
務
事
務
所
で
は
こ
と
し

は
つ
ぎ
の
と
お
り
期
間
を
定
め
て
交

付
し
ま
す
の
で
、
期
間
中
に
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
十
日
町
市
の
成
人
式
は
五
月
七

日
に
行
な
わ
れ
、
約
八
○
○
人
が

大
人
の
仲
間
い
り
を
し
ま
す
。
国

民
年
金
は
二
十
才
に
な
る
と
加
入

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

二
十
才
か
ら
六
十
才
未
満
の
国
民

っ
た
こ
と
か
ら
く
る
生
活
の
不
安

を
、
年
金
に
よ
っ
て
少
し
で
も
緩

和
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
成
人
式
を
目
前
に
、
成
人
者
は

こ
の
機
会
に
国
民
年
金
制
度
の
存

在
を
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

成
人
と
国
民
年
金

で
厚
生
年
金
保
険
や
、
各
種
の
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
人
た

ち
か
ら
必
ら
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
年
金
制
度
で
す
。

　
毎
月
わ
ず
か
な
保
険
料
を
か
け

将
来
の
老
令
、
廃
疾
、
死
亡
と
い

国
民
年
金
へ
の
加
入
．
届
出
は
直

接
本
人
、
ま
た
は
世
帯
主
で
も
よ

く
　
印
鑑
だ
け
を
持
っ
て
、
市
民

課
窓
口
に
来
て
い
た
父
け
ぽ
簡
単

に
手
続
が
す
ま
せ
ま
す
。

固定資産税　（第1期の納期限までに年税額を一時に納付した場合）

明説

2，000円×3ケ月×一t
　　　　　　　　　　　100

2，CQO円×5ケ月×・
・1－

　　　　　　　　　　　100

2000円×7ケ月×　1
ヲ　　　　　　100

納税者に交付
される報奨金

納期前に
係る月数

1各期の税額

1
納期限期別

Il　60円3ケ月

2，000円

2，000円

42．4．30

　　731

第1期
第2期

100円

140円

5ケ月2，000円9 30

300円

7ケ月

15ケ月

2，000円H．30

第3期

第4期
8，000円計

一
、
新
ら
し
く
軽
油
を
使
用
す
る
農

　
耕
用
機
械
を
取
得
さ
れ
た
方

二
、
す
で
に
免
税
軽
油
使
用
者
証
を

　
交
付
さ
れ
、
有
効
期
限
内
の
方

三
、
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
有
効
期

　
限
の
切
れ
た
方
（
一
に
準
じ
新
規

　
取
り
扱
い
）

四
、
交
付
期
間

　
四
月
十
ヒ
日
～
四
月
二
十
一
日

五
、
交
付
場
所

　
十
日
町
財
務
事
務
所

◎
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
財
務
事
務

　
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

　
　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
市
内
袋
町
西
、
田
村
孝
さ
ん
は
、

公
民
舘
建
設
基
金
と
し
て
三
千
円
を

市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
き
≦
・
…
と
…
＞
、
～
～
5

　
労
災
保
険
の
更
新

　
手
続
き
は

　
　
1
来
月
十
五
日
ま
で
ー

こ
と
し
の
労
災
保
険
の
概
算
確
定
報

告
と
第
一
回
目
の
保
険
料
納
付
は
五

月
十
五
日
ま
で
、
十
日
町
労
基
署
か

最
寄
の
銀
行
．
郵
便
局
で
手
続
き
を

　
な
お
労
災
保
険
の
更
新
説
明
会
は

四
月
十
七
日
午
後
一
時
半
か
ら
十
日

町
織
物
工
業
協
同
組
合
で
開
か
れ
る

　
庭
野
さ
ん
表
彰
さ
る

　
県
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会
は
、

土
地
改
良
組
織
活
動
優
良
団
体
及
び

功
労
者
の
表
彰
を
こ
の
ほ
ど
行
な
い

ま
し
た
が
、
十
日
町
市
か
ら
庭
野
清

平
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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＝
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助
産
葬
祭
費
を
千
円
増
額
給
付

　
し
尿
汲
取
り
18
リ
・
ト
ル
2
4
円

　
市
で
は
新
年
度
予
算
の
国
保
特
別

会
計
で
助
産
費
並
び
に
葬
祭
費
を
そ

れ
ぞ
れ
千
円
増
額
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
四
月
か
ら
は
い
ず
れ
も
従

来
の
二
千
円
か
ら
三
千
円
に
増
額
給

付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
し
尿
汲
取
り
に

っ
い
て
一
桶
三
十
五
円
が
十
八
尉
二

十
四
円
（
一
桶
四
十
八
円
）
と
な
り

ま
し
た
の
で
お
し
ら
せ
い
た
し
ま

す
。　
な
お
新
年
度
の
予
算
案
等
を
お
し

ら
せ
の
た
め
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を

通
じ
て
配
付
し
ま
し
た
「
市
民
と
市

政
」
に
つ
き
ま
し
て
一
部
誤
植
が
ご

ざ
い
ま
し
た
の
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

ご
訂
正
い
た
y
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
（
太
字
が
正
誤
対
照
）

【
表
紙
】
完
成
近
い
ゴ
、
・
・
焼
却
場

三
〇
〇
万
円
の
補
助
は
三
〇
〇
万
円

の
借
入
金

【
八
ベ
ー
ジ
】
各
課
の
し
ご
と
街
生
体

育
課
の
ゴ
ミ
し
尿
の
く
み
と
り
申
し

込
み
は
全
文
削
除

【
終
面
】
証
明
手
数
料

し
尿
汲
取
（
一
桶
三
十
五
円
）
は
し
尿

汲
取
（
十
八
捌
二
十
四
円
）

【
終
面
】
国
保
関
係
届
出
一
覧

（
出
生
）

助
童
費
二
千
円
は
助
産
費
三
千
円

（
死
亡
）

葬
祭
費
二
千
円
は
葬
祭
費
三
千
円

市
長
、
市
議
選

投
票
日
は
28
日

棄
権
を
し
な
い
よ
う

四
月
分
の
給
与
か

ら
新
税
額
表
を

　
所
得
控
除
の
引
き
上
げ
と
、
退
職

所
得
の
特
別
控
除
の
引
き
上
げ
等
の

税
制
改
正
に
よ
る
効
果
を
早
く
す
る

た
め
の
法
律
が
施
行
さ
れ
て
、
昭
和

四
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
五
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
給
さ
れ
る

給
与
所
得
、
退
職
所
得
は
新
し
い
税

額
表
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　
ま
た
利
子
所
得
、
配
当
所
得
の
源

泉
徴
収
税
蜜
の
特
例
の
期
限
も
延
長

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

税
務
署
法
人
源
泉
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
　
　
　
（
†
日
町
税
務
署
）

㎜
▼
春
先
に
多
い
お
た
ふ
く
か
ぜ
と
は

　
圃
し
か
。

　
旧

㎜
　
春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
お
た

　
訓
ふ
く
か
ぜ
や
は
し
か
に
か
か
る
お
子

　
㎜
さ
ん
が
多
い
よ
う
で
す
。

”
　
お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、
伝
染
病
で
、

㎜
流
行
性
耳
下
せ
ん
炎
の
こ
と
で
す
。

闘
病
源
体
は
一
種
の
ヴ
イ
ル
ス
だ
そ
う

闇
で
す
。
こ
の
病
気
の
特
徴
は
…

　
麟

旧
ω
耳
の
下
部
が
は
れ
て
い
た
む
。

㎜
②
熱
が
出
る
。
な
ど
の
症
状
が
あ
る

　
ロ　
旧
　
と
い
う
こ
と
で
す
。

…
　
か
か
っ
た
ら
、
伝
染
病
で
す
か
ら

　
ド　
旧
こ
ど
も
が
大
勢
集
ま
る
場
所
に
は
出

　
酬
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
ド

…
菌
が
病
人
の
耳
下
せ
ん
に
ひ
そ
ん
で

酬
い
て
、
つ
ば
き
と
い
っ
し
ょ
に
外
ヘ

　
ロ　
…
出
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
…
．

　
剛
　
は
し
か
も
こ
の
季
節
に
か
か
り
や

　
旧　
…
す
い
病
気
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。
症

”
状
と
し
て
は
・
…
・
。

…
ω
パ
ラ
色
や
こ
げ
茶
色
の
よ
う
な
発

囎
　
し
ん
が
で
き
、
急
に
三
十
八
、
九

　
㎜
　
度
の
熱
が
出
る
。

　
剛　
旧
②
頭
痛
が
し
た
り
、
食
欲
が
な
く
な

…
　
っ
た
り
、
ふ
き
げ
ん
に
な
っ
て
、

　
酬
　
旧

㎜
藤
㎜
薦

酬
石
顯
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今

げ
甑
　
ぐ
ず
り
出
す
。

畔
㎜
W
㎜
③
目
が
充
血
し
て
結
膜
炎
を
お
こ
す

脚
”
　
こ
と
も
あ
り
、
涙
が
で
て
め
や
に

げ
　
ロ“
蛮
る
こ
と
も
あ
る
．

酬
．
㈲
毅
蒜
劇
器
ポ
器
紫
“

｝
■
　
■
　
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
こ
ん
た
場
合
は
、
ほ
っ
て
お
か
ず

　
　　
■
に
、
す
ぐ
お
医
者
さ
ん
に
み
て
も
ら

　
一
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
口　
　
　
は
し
か
そ
の
も
の
は
、
さ
し
て
こ

　
■
わ
い
病
気
で
は
な
い
が
、
肺
炎
な
ど

　
■　
　
を
併
発
す
る
こ
と
が
多
い
と
お
医
者

　
■
さ
ん
は
言
っ
て
ま
す
。

　
日　
　
　
以
上
の
お
話
は
、
お
医
老
さ
ん
に

　
開
お
聞
き
し
た
こ
と
を
概
略
を
述
べ
た

　
　
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
病
気
に
か

　
”
ぎ
ら
ず
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
し

　
　
ろ
う
と
診
断
は
危
険
で
す
か
ら
す
ぐ

　
閣
お
医
者
さ
儒
へ
相
談
す
る
こ
と
が
先

　
　
決
で
す
。

　
ロ　
躍
▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
…
…

　
　
　
冬
の
間
お
せ
わ
に
な
っ
た
暖
房
器

　
ロ　
■
具
は
よ
く
手
入
れ
し
て
し
ま
い
ま
し

　
　
ょ
う
。
石
油
を
す
っ
か
り
滋
い
て
お

　
ロ　
㎜
く
こ
と
．
し
ん
を
と
り
か
え
て
お
く

（
つ
ぎ
の
冬
、
す
ぐ
使
え
ま
す
）

▼
届
出
の
期
問
…
…

　
結
婚
届
は
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が

な
る
べ
く
早
く
出
し
ま
し
ょ
う
。
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ぎ
れ
た
ら
二
週
間
以
内

に
…
…
．
離
婚
届
は
決
ま
っ
た
ら
す

ぐ
に
。
死
亡
届
は
七
日
以
内
に
市
役

所
へ
．

▼
な
っ
と
う
：
…

　
好
き
き
ら
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
が

安
く
て
栄
養
価
の
高
い
食
品
。
カ
ロ

リ
ー
、
た
ん
ば
く
、
脂
肪
、
ビ
タ
．
・
・

ソ
B
2
は
と
う
ふ
や
み
そ
よ
り
す
ぐ

市
税
の
前
納
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
報
奨
金
交
付
制
度
の
利
用

　
昭
和
四
†
二
年
度
固
定
資
産
税
、

県
市
民
税
等
（
特
別
徴
収
を
除
く
）
を

各
納
期
ご
と
に
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
納
税
通
知
書
に
記

載
さ
れ
た
各
期
別
の
税
金
を
一
時
に

納
付
さ
れ
ま
す
と
、
次
の
計
算
例
に

よ
る
前
納
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
前
納
の
さ
い
報
奨
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
印
か
ん
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
な
を
納
税
組
合
員
で
前
納
さ
れ

る
方
は
組
合
長
に
そ
の
旨
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

れ
て
い
ま
す
．
ま
た
こ
れ
を
食
ぺ
る

と
他
の
食
品
の
消
化
を
助
け
る
力
も

あ
り
ま
す
。

▼
四
月
の
お
天
気
…
…

　
霜
が
お
り
て
草
花
や
農
作
物
に
被

害
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
え

ば
、
南
風
が
吹
き
ま
く
っ
て
日
本
海

側
に
フ
エ
！
ン
現
象
が
お
こ
っ
て
、

異
常
高
温
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

日
々
の
温
度
変
化
が
一
年
中
で
い
ち

ば
ん
激
し
く
南
北
の
温
度
変
差
の
大

き
い
の
も
四
月
で
す
．

▼
持
ち
物
に
名
前
を
…
…

　
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
で
す
が
、
お

っ
く
う
が
ら
ず
に
持
ち
物
に
は
名
前

を
．
と
く
に
学
童
に
は
ぜ
ひ
ー
。
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肖
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軸
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